








      一一品舳（ll11二烹㍍嘉γ）
      ！＝プ』十εプ1＋…
を行たって九，ハを求め，∫を復元すると一般化FP方程式は
     ∂       ∂           ＾      ∂     ∂     ∂オ∫（・・1）＝’万（M（・）一M＊（・・左）■”（・・広））∫十∂。D（・・オ）万∫（・1広）
一たる形をとる．ここに〃＊，Mはそれぞれ，外乱の相乗性と，外乱の相関時間内に起る系の状態変化に伴
                                     aσ    ＾う移流速度Mの修正項，Dは拡散係数であって，外乱豚の影響を除去した方程式  ＝〃（σ）に従                                     倣
う非確率的過程σおよび外乱過程Wの知識から計算され，上記方程式が外乱の特性を鋭敏に反映する
ことを示している．
               r日本人の国民性調査」から




















140 統計数理 第38巻 第1号 1990
に，いま経済的環境条件に対応して人間関係観が変質しつつあることを示しているだけでなく，日本人
の意識構造が欠きた転換期にさしかかっていることを示唆しているようにも思えるのである．
      rBatche1derとRomneyの正答のたいテスト理論」の拡張と
               アンケート調査法への応用
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               意識の国際比較方法論（IV）
                                    鈴 木 達 三
 昭和62年度・63年度に実施した調査の調査結果を整理し，集計分析用共通ファイルを作成した．こ
れに基づき，関連調査との比較を行なうとともに，各国共同研究者との結果分析・検討を行なった．
